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p'1 - P1-e(2qf- ql)
q'1- ql+epl
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(a)(ql,Pl)平面に射影した安定･不安定多様体.






ている事がわかる｡ これらの部分多様体は安定 ･不安定多様体に含まれているので､安定 ･不
安定多様体自身も振動している事がわかる｡図2に解析解と数値解の比較を示す｡この図より､
今回得られた解析解は数値解をよい精度で近似している事がわかる｡ またパラメータE,FCのそ
の他の値に村しても､同様によい精度で解析解が得られる事がわかっている｡
次に､写像(4)において走性的な高次元効果の現れる条件について調べた｡これは形式的巾
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図2:不安定多様体の解析解と数億解の比較｡パラメータは図1と同じであり､数値解は不安定
多様体上に30個の初期値を等間隔でとり､写像(4)により時間発展させた｡
級数解の持つ特異点の性質から議論される.結果として､結合項のパラメータα1,α2,7の間に
α1+α2≧ 7+4 (5)
の関係が成り立つ場合､ホモクリニック振動はポテンシャルの4次の非線形項よりも､結合項
により支配的に決められる事がわかった｡これは明らかに定性的な高次元効果であり､写像(4)
が本質的な高次元性を示す十分条件である｡ さらにそのような場合は､不安定多様体を構成す
る際に2次元系からの直接的な拡張が不可能であり､この方法が破綻する｡破綻の具体的な理
由は､2次元系や弱い結合の4次元系ではパラメータに依らない定数であったストー クス定数
が fCに依存し､それが一般には収束しないためである.
現在､■この条件(5)の下では不安定多様体を求める事はできず､この方法の改良を行う必要
がある｡この改良は現在までにはまだできていないが､今後成功すれば､本質的な高次元性を
持つ写像についての新たな知見が得られる事が期待される｡
また､これまでに1次元部分不安定多様体は求められたが､2次元の不安定多様体自体は構
成できていない｡これも今後の課題である｡
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